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一
般
社
団
法
人
日
本
台
湾
親
善
協
会
の
概
要

名
　
称
　
一
般
社
団
法
人
日
本
台
湾
親
善
協
会

　         （
英
文
名Japan-T

aiw
an Friendship A

ssociation

）

事
務
所
　�
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
─
七
─
四 

砂
防
会
館
別
館

二
階

　
　
　
　（
必
要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
）

目
　
的
　
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に
民
主
主
義
と
自
由
を
信
条
と

す
る
日
本
と
台
湾
と
の
相
互
理
解
と
交
流
を
促
進
し
て

日
本
と
台
湾
と
の
関
係
強
化
と
発
展
に
寄
与
す
る
。

事
　
業

①
　
日
本
と
台
湾
と
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に
関
す
る
調
査
研

究
及
び
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
並
び
に
研
究
資
料
の
出

版

②
　
日
本
と
台
湾
と
の
文
化
、
芸
術
の
相
互
の
紹
介

③
　
日
本
と
台
湾
と
の
経
済
協
力
の
推
進
に
必
要
な
情
報
の
収

集
及
び
斡
旋

④
　
我
が
国
に
在
住
す
る
台
湾
関
係
者
及
び
在
日
留
学
生
に
対

す
る
交
流
事
業

⑤
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

日
本
台
湾
親
善
協
会
の
変
遷

　
社
団
法
人
日
本
台
湾
親
善
協
会
は
、
民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
信
条
と
す

る
ア
ジ
ア
人
同
志
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
一
九
四
九
年
　
東
京
に
設
立
さ

れ
た
『
華
南
倶
楽
部
』
が
発
祥
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
激
動
の
時
代

で
し
た
が
、
会
員
は
ひ
た
す
ら
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
希
求
し
、
友
愛
と

信
義
を
基
調
と
し
た
国
際
関
係
の
樹
立
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
識
者
が
次
第
に
増
加
し
、
活
発
な
活
動

と
と
も
に
組
織
拡
大
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、
一
九
七
二
年
の
日
中
共
同

声
明
は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
在
日
ア
ジ
ア
人
の
日
常
に
も

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
即
ち
一
九
七
一
年
、
千
葉
三
郎
先
生
（
衆
議
院
議
員
）
は
、
倶

楽
部
を
強
化
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
岸
信
介
先
生
、
福
田
赳
夫
先
生
、

灘
尾
弘
吉
先
生
ら
と
諮
り
、
留
日
華
僑
有
志
の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
自
ら
発

起
人
と
な
り
同
年
五
月
二
九
日
外
務
省
認
可
『
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
』

を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
千
葉
先
生
の
引
退
後
、
原
文
兵
衛
先
生
が
参
議
院
議
長
の
要
職
の
ま
ま
会

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
永
年
衆
議
院
で
活
躍
さ
れ
た
藤
尾
正
行
先
生
が

会
長
を
引
き
継
が
れ
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
玉
澤
徳
一
郎
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
一
二
月
六
日
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
の
認
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
申
請
が

受
理
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

に
成
長
し
ま
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
元
内
閣
総
理

大
臣
安
倍
晋
三
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
安
倍
政

権
が
発
足
、
会
長
の
内
閣
総
理
大
臣
復
帰
に
伴
い
退
任
さ
れ
、
会
長
代
行
の

大
江
康
弘
参
議
院
議
員
が
就
任
、
二
〇
一
八
年
五
月
か
ら
は
元
衆
議
院
副
議

長
の
衛
藤
征
士
郎
先
生
が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
と
台
湾
と
の
友
好
交
流
を
発
展
さ
せ
関
係
の
強
化
を
図
り
、
ア
ジ
ア
の

繁
栄
と
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
会
員
一
同
、
新
会
長
の
も
と
、
叡
智
を
結
集
し

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
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季
刊
「
亜
東
」
平
成
三
〇
年　

秋
季
号
・
目
次

一
般
社
団
法
人
日
本
台
湾
親
善
協
会
・
概
要
・
変
遷�

二
頁

目　

次
・
協
会
役
員
名
簿�

三
頁

本
会
の
新
名
称
決
ま
る�

四
頁

日
本
台
湾
親
善
協
会
定
款
変
更�

六
頁

日
本
と
台
湾
の
強
い
絆
を
確
信
！�

七
頁

二
〇
一
八
年
度
台
湾
國
慶
節
表
敬
訪
問�

九
頁

張
淑
玲
・
台
日
関
係
協
会
秘
書
長
が
、
日
中
関
係
改
善�

に
か
か
わ
ら
ず
台
日
関
係
の
友
好
継
続
を
希
望�

一
三
頁

事
務
局
だ
よ
り
・
新
入
会
員
の
ご
紹
介�
一
四
頁

� 平成30年５月９日

役　員　名　簿

名誉会長　　　玉澤徳一郎
会　　長　　　衛藤征士郎
副 会 長　　　張　　建国　　　張　　碧華
　　　　　　　多　　忠和　　　並木　正芳

専務理事　　　赤松　則宏

業務執行理事
　　 　 　　　並木　正芳　　　藤山　雅康
　　 　 　　　柴田　徳文　　　笹岡　恭亮

理　　　　事　20名
　　　衛藤征士郎　　　張　　建国　　　張　　碧華　　　多　　忠和　　　並木　正芳
　　　赤松　則宏　　　崎谷　秀彦　　　藤山　雅康　　　小松　省二　　　益山　　茂
　　　伊野　雅晴　　　柴田　徳文　　　笹岡　恭亮　　　森　　康郎　　　岩城　光英
　　　平野　達男　　　榎本　有里　　　金子万寿夫　　　富田　家彰

監　　　　事　　　　 ２名　　　李　ハロルド　　　鈴木　慶一

事　 務　 局　　　　　　　　　 崎谷　秀彦
　　　　　　　　　　　　　　　 李　　孔暁

一般社団法人　日本台湾親善協会
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本
会
の
新
名
称
決
ま
る

亜
東
親
善
協
会
の
名
称
が
、『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

本
協
会
の
名
称
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り
わ
か
り
に
く
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
衛
藤
征
士
郎
代
議
士
が
会
長
に
就
任
さ
れ
、
こ

の
件
に
つ
い
て
日
本
外
務
省
や
台
北
経
済
文
化
代
表
處
そ
の
他
の
関
係

機
関
等
の
意
見
聴
取
や
調
整
を
さ
れ
て
、
名
称
の
改
正
の
意
見
を
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
理
事
会
等
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
正
式
に

名
称
改
正
に
伴
う
定
款
変
更
の
発
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

定
款
変
更
の
た
め
の
社
員
総
会
は
臨
時
総
会
と
し
て
、
平
成
三
〇
年

九
月
二
七
日
午
後
六
時
か
ら
、
砂
防
会
館
別
館
の
会
議
室
「
六
甲
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
定
刻
、
並
木
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
会
成
立
の
た
め
の
定
足
数
と
し
て
、
社
員
総
数
二
一
五
名
、

出
席
者
一
五
六
名
で
充
足
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
司
会
者
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

次
に
衛
藤
会
長
よ
り
次
の
よ
う
に
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
臨
時
総
会
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
頂
き
ご
出
席
を
た
ま
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
平
素
か
ら
皆
様
に
は
亜
東
親
善
協
会
の
発
展
た
め
に
尽

力
を
頂
い
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
国
連
総
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
各
国
首
脳
の
演
説
等
々
皆

様
ご
関
心
が
お
あ
り
と
思
い
ま
す
。
ま
た
台
湾
で
は
蔡
英
文
総
統
が
懸

命
の
ご
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
敬
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
が
、
台
湾
と
国

交
が
ご
ざ
い
ま
し
た
国
が
五
カ
国
が
断
交
と
い
う
こ
と
に
な
り
遺
憾
で

残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
も
そ
れ
を
台
湾
と
同
じ
よ
う
な
立
場
で
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
、
当
会
と
し
て
の
取
り
組
み
も
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
早
速
に
こ
れ
か
ら
臨
時
総
会
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶
に
続
い
て

総
会
の
議
長
選
出
が
お

こ
な
わ
れ
、
定
款
第
17

条
の
規
定
に
よ
り
代
表

理
事
で
あ
る
衛
藤
会
長

が
そ
の
任
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

衛
藤
会
長
は
、
議
事

録
署
名
人
と
し
て
張
碧

華
氏
と
赤
松
則
宏
氏
を

指
名
し
、
参
加
者
の
賛

同
を
得
ま
し
た
。
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次
い
で
、
第
一
号
議
案
で
あ
る
「
名
称
変
更
に
伴
う
定
款
一
部
改
正

の
件
」
に
つ
い
て
柴
田
徳
文
業
務
執
行
理
事
か
ら
変
更
項
目
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
今
回
の
改
正
は
、
会
の
名
称
を
「
一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協

会
」
か
ら
「
一
般
社
団
法
人
日
本
台
湾
親
善
協
会
」
と
変
更
す
る
た
め

の
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
整
合
性
を
と
る
た
め
に
必

要
な
個
所
以
外
は
変
更
し
な
い
こ
と
、
変
更
の
箇
所
は
、
第
一
条
の

「
名
称
」、
第
三
条
の
「
目
的
」、
第
四
条
の
「
事
業
」
そ
し
て
付
則
の

部
分
で
、
夫
々
名
称
変
更
に
と
も
な
う
修
文
で
あ
る
こ
と
、
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

（
提
案
の
内
容
は
別
紙
の
と
お
り
）

説
明
の
後
質
疑
応
答
に
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
採
決
が
行
わ
れ
、
議

案
は
総
社
員
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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7

日
本
と
台
湾
の
強
い
絆
を
確
信
！

（
一
般
社
団
法
人
）
日
本
台
湾
親
善
協
会　

会
長　

衛
藤
征
士
郎

一
〇
月
九
日
〜
十
一
日
の
三
日
間
、『
中
華
民
国
（
台
湾
）
一
〇
七

年
国
慶
双
十
節
祝
賀
式
典
』
参
加
の
た
め
、（
一
般
社
団
法
人
）
日
本

台
湾
親
善
協
会
二
〇
一
八
年
度
訪
問
団
の
団
長
と
し
て
台
湾
を
訪
問
し

ま
し
た
。

私
の
台
湾
訪
問
は
、
八
月
の
同
協
会
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
に
続
い
て

二
ヶ
月
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

九
日
早
朝
、
福
岡
空
港
か
ら
空
路
台
湾
桃
園
国
際
空
港
に
到
着
し
、

早
速
国
賓
大
飯
店
へ
と
向
か
い
訪
問
団
一
行
と
合
流
す
る
と
と
も
に
、

台
湾
日
本
関
係
協
会
邸
義
仁
会
長
主
催
の
歓
迎
会
に
臨
み
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
の
邸
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
台
湾
の
皆
様
の
ご
丁
重
な
お

も
て
な
し
は
も
と
よ
り
、
こ
の
席
に
長
年
の
友
人
で
も
あ
る
蘇
嘉
全
立

法
院
長
が
国
慶
節
実
行
委
員
長
と
い
う
立
場
で
実
に
ご
多
忙
の
中
を
ご

出
席
を
頂
い
た
こ
と
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

夕
刻
の
答
礼
夕
食
会
に
は
、
蘇
院
長
は
宜
蘭
県
で
の
国
慶
行
事
に
参

加
さ
れ
た
た
め
林
志
嘉
立
法
院
秘
書
長
に
ご
出
席
賜
り
、
ま
た
（
公
益

財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
）
沼
田
幹
夫
代
表
に
も
ご
同
席
い
た
だ

き
友
好
の
輪
を
広
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

翌
一
〇
日
は
、
清
々
し
く
凛
と
し
て
「
国
慶
双
十
節
祝
賀
節
式
典
」

に
臨
み
ま
し
た
。
陸
海
空
軍
の
音
楽
隊
や
警
察
白
バ
イ
隊
、
婦
人
会
な

ど
の
パ
レ
ー
ド
の
華
や
か
さ
と
と
も
に
、
蘇
立
法
院
長
と
蔡
英
文
総
統

の
ス
ピ
ー
チ
に
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

特
に
中
国
と
の
両
岸
関
係
に
関
し
て
、
蔡
総
統
は
「
台
湾
の
民
主
と

台
湾
海
峡
の
平
和
の
現
状
を
維
持
し
、
大
陸
に
対
す
る
善
意
も
変
わ
ら

ず
、
ま
た
大
陸
か
ら
の
圧
力
に
も
屈
し
な
い
」
と
毅
然
と
し
て
述
べ
ら

れ
、
中
国
に
対
し
て
対
話
の
再
開
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
は
賛
同
の
意

を
表
し
ま
す
。

蔡英文総統
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ま
た
何
よ
り
も
式
典
後
、
公
式
行
事
も
重
な
る
中
で
、
私
た
ち
訪
問

団
の
た
め
に
蔡
総
統
は
お
時
間
を
お
差
し
繰
り
く
だ
さ
り
、
呉
釗
燮
外

交
部
長
と
李
大
維
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
も
ご
同
席
い
た
だ
き
会
談

し
、
有
益
な
時
間
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
は
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

蔡
総
統
か
ら
私
の
こ
れ
ま
で
の
日
本
と
台
湾
と
の
友
好
交
流
活
動
に

対
し
て
直
々
に
御
礼
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ

り
、
蔡
総
統
の
お
言
葉
の
通
り
、
民
主
と
自
由
と
人
権
を
堅
守
し
平
和

の
意
義
を
深
く
理
解
し
て
い
る
日
本
と
台
湾
両
国
が
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
お
い
て
共
に
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
（
一
般
社

団
法
人
）「
日
本
台
湾
親
善

協
会
」
も
更
な
る
努
力
を
続

け
て
行
く
と
の
意
を
強
く

し
て
お
り
ま
す
。

滞
在
最
終
日
の
一
一
日

は
、
賴
清
徳
行
政
院
長
と
お

会
い
し
ま
し
た
。
台
南
市
長

時
代
も
含
め
幾
度
も
来
日

さ
れ
て
お
ら
れ
る
大
変
な

親
日
家
で
あ
り
、
賴
院
長
と

日
本
と
台
湾
と
の
関
係
強

化
に
向
け
て
の
友
好
交
流

促
進
で
一
致
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
今
回
の
充
実
し
た
訪
問
日
程
の
全
て
を
順
調
に
終
え
、
無

事
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

な
お
、
訪
問
の
終
始
に
わ
た
り
様
々
に
お
手
配
ご
助
力
い
た
だ
き
ま

し
た
張
淑
玲
台
湾
日
本
関
係
協
会
秘
書
長
、
西
海
茂
洋
日
本
台
湾
交
流

協
会
台
北
事
務
所
副
代
表
は
じ
め
関
係
皆
々
様
に
熱
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

賴行政院長（首相）

蘇立法院長（国会議長）
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二
〇
一
八
年
度
台
湾
國
慶
節
表
敬
訪
問

岩
田
善
信

一
〇
月
九
日
午
前

五
時
半
、
羽
田
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中
華

航
空
カ
ウ
ン
タ
ー
前

で
集
合
し
、
日
本
台
湾

親
善
協
会
の
台
湾
訪

問
に
初
参
加
し
た
。
空

路
無
事
、
松
山
国
際
機

場
に
到
着
し
、
宿
泊
先

の
台
北
國
賓
大
飯
店

に
荷
を
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
た
。

衛
藤
征
士
郎
会
長

ご
夫
妻
は
、
福
岡
空
港
か
ら
の
別
便
で
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
一
二

時
か
ら
の
台
湾
日
本
関
係
協
会
の
邱
義
仁
・
會
長
主
催
の
宴
席
か
ら
合

流
さ
れ
た
。
こ
の
宴
席
に
は
立
法
院
長
（
国
会
議
長
）
で
國
慶
節
実
行

委
員
長
の
蘇
嘉
全
・
立
法
院
長
も
同
席
し
て
頂
い
た
。

一
〇
月
一
〇
日
、
早
朝
よ
り
國
慶
節
会
場
に
赴
い
た
。
陸
海
空
の
音

楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
等
様
々
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
後
、
蔡
英
文
総
統

は
、「
民
主
台
湾
が
世
界
を
照
ら
す
」
と
題
し
て
二
〇
分
を
超
す
演
説

を
行
っ
た
。

そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
国
際
の
政
治
経
済
情
勢
に
は
劇

的
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
自
分
は
こ
の
二
年
あ
ま
り
二
三
〇
〇
万
人

の
人
民
の
自
由
で
民
主
的
な
生
活
の
擁
護
、
中
華
民
国
台
湾
の
永
続
発

展
の
防
衛
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と
地
域
の
安
定
を
全
台
湾
人
民
の
最
大

公
約
数
と
し
て
堅
持
し
て
き
た
。
台
湾
を
防
衛
す
る
最
も
良
い
方
策
は

台
湾
を
世
界
に
お
い
て
不
可
欠
か
つ
代
替
不
可
能
な
存
在
と
す
る
こ

と
。
台
湾
の
対
応
の
道
は
『
安
定
を
求
め
、
変
化
に
対
応
し
、
進
歩
す

る
』
こ
と
。
有
効
な
対
応
戦
略
は
強
い
国
力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
り
、

現
下
の
最
重
要
任
務
は
、
①
国
家
安
全
保
障
の
強
化
、
②
経
済
実
力
の

強
化
、
③
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

で
あ
り
、
国
家
を
堂
々
た

る
も
の
と
し
、
台
湾
を
国

際
的
に
不
可
欠
な
存
在
と

す
る
こ
と
が
、
台
湾
を
永

続
的
に
生
存
さ
せ
る
基
礎

で
あ
る
。」

大
変
立
派
な
演
説
で

あ
っ
た
。

一
六
時
よ
り
総
統
府
に

蔡
英
文
総
統
を
表
敬
訪
問

し
た
。
蔡
総
統
は
、
以
下

の
通
り
述
べ
た
。「
台
湾

中正記念堂国家音楽庁前にて

羽田空港早朝集合
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と
日
本
は
民
主
、
自
由
、

人
権
の
価
値
を
堅
持
す

る
陣
営
に
立
っ
て
お
り
、

日
本
が
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
に
お
い
て
影
響
力

を
発
揮
し
、
共
通
の
価
値

の
た
め
に
我
々
と
共
に

努
力
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
ま
ず
は
、
一
行
の

来
訪
を
歓
迎
し
、
特
に
二

か
月
の
間
隔
で
衛
藤
会

長
が
再
び
訪
台
し
、
國
慶

節
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
実
に
う
れ
し
い
。
衛
藤
会
長
は
台
湾
の
古
き

友
人
で
あ
り
、
過
去
に
『
日
華
議
員
懇
談
会
』
の
副
会
長
を
担
当
さ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
今
年
五
月
に
は
『
亜
東
親
善
協
会
』
の
会
長
に
就
任

し
、
正
式
な
名
称
を
『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』
に
変
更
し
た
。
衛
藤
会

長
が
長
き
に
わ
た
っ
て
台
日
関
係
の
た
め
に
多
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
謝
意
を
表
明
す
る
。
台
日
間
の
緊
密
な
交
流
と
協
力
関

係
は
、
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、『
日
本
台

湾
親
善
協
会
』
は
名
称
変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
会
議
員
と
地
方
議

員
の
参
加
を
拡
大
し
て
お
り
、
台
日
交
流
の
強
化
を
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
。」

蔡
総
統
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
表
明
し
た
。「
こ
の
一
年
間
、

台
湾
と
日
本
は
、
ま
す
ま
す
多
く
の
似
通
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
極
端
な
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。

お
互
い
を
気
に
か
け
て
見
舞
う
だ
け
で
な
く
、
災
害
救
助
の
業
務
の
協

力
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
産
業
構
造
上
、
台
日
が
深
く
協
力
す
る
機
会
は
日
々
に
明
確

に
な
っ
て
お
り
、
台
湾
は
『
５
プ
ラ
ス
２
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
』

を
強
く
進
め
る
中
で
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ

オ
・
医
薬
、
ス
マ
ー
ト
機
械
、
ア
ジ
ア
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
計
画
さ
ら
に

防
衛
産
業
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
も
重
視
す
る
産
業
分
野
で
も
あ

る
。
双
方
の
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
、
共
に
技
術
を
進
化
さ
せ
、
新

市
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
確
信
し
て

い
る
。」

ま
た
、
蔡
総
統
は
「
国

際
政
治
や
経
済
情
勢
の

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
台
湾
と

日
本
は
民
主
の
価
値
、
自

由
と
人
権
を
堅
守
す
る

陣
営
に
立
っ
て
い
る
。
中

国
の
圧
力
に
直
面
し
、

我
々
は
軽
率
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
さ
せ
る
よ
う
な

対
抗
は
せ
ず
、
し
か
し
、

邱台湾日本関係協会会長ご挨拶

蘇立法院長ご挨拶
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屈
服
も
譲
歩
も
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
困
難
で
は
あ

る
が
、
国
家
の
指
導
者
と

し
て
の
責
任
で
あ
る
。
地

域
の
安
定
を
確
保
し
、
違

う
国
と
も
手
を
取
り
合
っ

て
協
力
す
る
必
要
が
あ

る
。台

湾
と
民
主
・
自
由
の

価
値
を
共
有
し
、
ま
た
平

和
の
意
義
を
深
く
理
解
し

て
い
る
日
本
が
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
引
き
続
き
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、

我
々
と
共
に
共
通
の
価
値
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
見
通
せ
る
将
来
に
お
い
て
、『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』
が
重
要
な

役
割
を
継
続
し
て
果
た
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
重
要
な
交
流
と
話
し

合
い
が
促
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

最
後
に
、
蔡
総
統
は
、「
衛
藤
会
長
夫
妻
及
び
『
日
本
台
湾
親
善
協

会
』
の
皆
様
方
の
来
訪
を
再
度
歓
迎
し
、
訪
問
団
の
旅
の
安
全
を
祈
り
、

台
日
関
係
が
更
に
固
く
緊
密
に
な
る
よ
う
。」
と
述
べ
た
。

衛
藤
征
士
郎
会
長
は
、
國
慶
節
の
祝
賀
を
述
べ
、
蔡
総
統
の
ご
健
勝

に
ふ
れ
、
ご
多
忙
の
中
、『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』
の
訪
問
を
受
け
入

れ
て
頂
く
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
た
。

衛
藤
会
長
は
、「
旧
名
称
の
『
亜
東
親
善
協
会
』
の
亜
東
は
東
ア
ジ

ア
全
体
を
さ
す
の
で
範
囲
が
広
く
、
日
本
と
台
湾
の
交
流
に
絞
り
込
も

う
と
し
て
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
名
称
を
『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』

に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
国
会
議
員
が
入
り
た
い
と
希
望
し
、
こ

こ
に
、
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
日
華
懇
に
入
っ
て
い
な
い
五
二
名

の
国
会
議
員
と
地
方
議
員
の
名
簿
を
持
参
し
ま
し
た
。」

衛
藤
会
長
は
、「『
日
本
台
湾
親
善
協
会
』
の
ほ
と
ん
ど
の
役
員
の
皆

様
は
民
間
人
で
す
の
で
、
国
会
議
員
は
顧
問
と
し
て
仕
分
け
し
て
お
り

ま
す
。
私
達
の
日
本
台
湾
親
善
協
会
の
目
的
は
日
本
精
神
と
台
湾
精
神

の
融
合
・
合
体
が
東
ア
ジ
ア
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
に
な
る
と
確
信
し
て
お

り
、
さ
ら
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
自
由
と
民
主
主
義
を
照
ら
す
灯
台
に
な

る
と
確
信
し
て
い
る
の

で
、
全
力
で
取
組
ん
で
行

き
ま
す
。」

衛
藤
会
長
は
、「
日
本

政
府
を
代
表
す
る
日
本
台

湾
交
流
協
会
、
日
華
懇
、

日
本
台
湾
親
善
協
会
が
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
な
し

て
、
台
湾
が
国
際
社
会
に

お
い
て
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
増
大
す
る
こ
と
に
汗
を

流
し
て
い
き
ま
す
。」
と

立法院長を囲んで

記念式典パレード
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述
べ
た
。

衛
藤
会
長
は
、「
日
台
経
済
の
礎
は
、
か
ね
が
ね
日
台
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ご
案
内
の
通
り
日
米
同
盟
、
日

米
安
保
条
約
の
結
束
が
必
ず
台
湾
の
こ
れ
か
ら
の
安
全
に
資
す
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
結
び
に
、
蔡
総
統
の
も
と
で
、
台
湾
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。」
と
述
べ
た
。

慶
賀
団
一
行
に
は
、
沼
田
幹
夫
・
日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所

代
表
等
も
加
わ
り
、
呉
釗
燮
・
外
交
部
長
が
総
統
府
に
同
行
し
、
李
大

維
・
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
も
同
席
し
て
頂
い
た
。
蔡
総
統
に
は
、
終

り
に
、
一
人
一
人
と
写
真
撮
影
も
し
て
頂
い
た
。

翌
日
、
一
一
日
は
、
行
政
院
に
賴
清
徳
・
行
政
院
長
（
首
相
）
を
表

敬
訪
問
し
、
日
本
台
湾
親
善

協
会
の
二
〇
一
八
年
度
の
台

湾
訪
問
は
無
事
終
了
し
た
。

結
び
に
、
台
湾
滞
在
中

は
、
日
本
台
湾
交
流
協
会
の

西
海
茂
洋
・
副
代
表
及
び
台

湾
外
交
部
亜
東
太
平
洋
司
・

日
本
綜
合
事
務
科
の
莊
文

一
・
薦
任
科
員
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

蔡英文総統表敬

賴行政院長と共に
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我
が
国
の
基
本
的
立
場
は
、
昭
和
四
七
年
の
日
中
共
同
声
明
第
三
項
を

踏
ま
え
、
非
政
府
間
の
実
務
関
係
と
し
て
維
持
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
立
場
に
基
づ
き
、
我
が
国

と
の
間
で
緊
密
な
経
済
関
係
と
人
的
往
来
を
有
す
る
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
台
湾
と
の
間
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
実
務
関
係
が
着
実
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。〉

日
本
政
府
も
ま
た
台
湾
と
の
「
実
務
関
係
が
着
実
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
日
本
と
台
湾
の
息
は
ピ
ッ
タ
リ

だ
。
中
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

日
本
で
は
ま
だ
一
般
的
に
は
な
じ
み
の
な
い
張
淑
玲
・
秘
書
長
な
の

で
、
改
め
て
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
た
い
。

【
張
淑
玲
・
台
湾
日
本
関
係
協
会
秘
書
長
】

一
九
六
八
年
、
台
湾
・
台
北
市
生
ま
れ
。
淡
江
大
学
法
学
系
卒
業
。
僑

務
委
員
会
委
員
長
、
外
交
部
長
、
亜
東
関
係
協
会
会
長
の
秘
書
官
を
歴

任
後
、
二
〇
〇
一
年
に
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
業
務
部
課
長
に

就
任
。
秘
書
組
組
長
、
文
教
組
組
長
、
政
務
部
次
長
な
ど
を
経
て

二
〇
一
四
年
に
政
務
部
部
長
に
就
任
。
二
〇
一
七
年
一
月
、
亜
東
関
係

協
会
副
秘
書
長
に
就
任
。
五
月
一
六
日
、
同
協
会
秘
書
長
に
就
任
。

（
台
湾
日
本
関
係
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

張
淑
玲
・
台
日
関
係
協
会
秘
書
長
が
、
日
中
関
係
改
善
に

か
か
わ
ら
ず
台
日
関
係
の
友
好
継
続
を
希
望

去
る
五
月
一
七
日
、
亜
東
関
係
協
会
は
「
台
湾
日
本
関
係
協
会
」
と

名
称
を
変
更
し
た
。
そ
の
前
日
、
同
協
会
の
蔡
明
耀
・
秘
書
長
は
外
交

部
の
主
任
秘
書
と
な
り
、
そ
の
後
任
に
副
秘
書
長
だ
っ
た
張
淑
玲
氏
が

就
任
し
て
い
る
。

六
月
六
日
、
張
秘
書
長
は
安
倍
総
理
の
日
中
関
係
改
善
発
言
を
念
頭

に
、
対
日
関
係
に
つ
い
て
「
日
本
は
他
の
国
、
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
築
く
か
に
拘
ら
ず
、
台
湾
と
の
実
質
的
な
交
流
関
係
を
発
展
さ
せ

ら
れ
る
は
ず
だ
。
我
々
は
日
本
政
府
も
そ
う
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
、
今
後
と
も
日
本
と
の
友
好

を
継
続
し
、
交
流
の
発
展
を
希

望
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し

た
。安

倍
総
理
は
す
で
に
昨
年

五
月
二
〇
日
、
奇
し
く
も
蔡
英

文
氏
の
総
統
就
任
式
の
当
日

朝
、
江
口
克
彦
・
参
院
議
員

（
当
時
）
の
質
問
主
意
書
に
対

し
、
下
記
の
よ
う
な
画
期
的
な

答
弁
書
を
発
表
し
て
い
る
。

〈
台
湾
と
の
関
係
に
関
す
る
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事
務
局
だ
よ
り

＊
新
入
会
員
の
ご
紹
介
平
成
三
十
年
七
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

　
　

�
滝
沢
晋
作
・
石
田
慎
一
郎
・
佐
々
木
淳
・
滝
本
和
弘
・
菊
地
伸
治
・

佐
藤
悟
・
山
下
操
・
奥
山
幸
猛

新
春
互
礼
会
・
創
立
七
十
周
年
合
同
大
会
開
催
予
定

日
期
・
・
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
一
日

場
所
・
・
憲
政
記
念
館
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友情と信頼
一般社団法人 日本台湾親善協会

日本と台湾の
友好親善にあなたの力を！！




